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【研究活動の要約】 

我が国の竹林で増加する荒廃竹林を再生させるためには、有用な竹資材の利用法を確立することが急

務である。一方、営農者の高齢化に伴い、農作業の負担軽減が強く望まれている。そこで、水稲栽培の

作業負荷軽減が期待される、竹粉および竹粉炭を苗代用培土に混和して利用することの有用性を検討す

ることを目的として以下の一連の研究を行った。すなわち、１）竹粉・竹粉炭試料の調製法の検討、２）

竹粉・竹粉炭の物性評価、３）竹粉・竹粉炭の苗代用培土としての機能性評価、４）竹粉・竹粉炭培土

で準備したイネ幼苗の生育評価、をそれぞれ実施した。 

【研究活動の成果】 

１）竹粉・竹粉炭試料の調製法の検討：竹粉と竹粉炭を７：３で混合することで、竹粉と竹粉炭の物性

的特徴を兼ね備えた竹資材を作成できた。２）竹粉・竹粉炭の物性評価：土壌に混和する竹資材が多い

ほど吸水量は大きくなり、また、竹粉の方が竹粉炭よりも単位重量当たりの吸水量は大きかった。３）

竹粉・竹粉炭の苗代用培土としての機能性評価：竹粉：竹粉炭が７：３の竹資材を土壌に重量比で 10, 

20, 30, 40, 50％で混和した改良培土を苗箱に同体積で詰めたところ、苗箱重は竹資材の割合とともに減

少し、50％区の苗箱重量は 10％区より約 1.3kg 軽くなった。一方培土の養分保持能などの化学性は、

pH、電気伝導度がやや高かったものの概ね問題なかった。４）竹粉・竹粉炭培土で準備したイネ幼苗

の生育評価：イネ幼苗の草丈・葉色・乾燥重量は、40・50％区でやや低い傾向を示したが、最終的な

イネの生育量（乾燥重）と収量は 20・30％区でやや高い傾向を見せるなど、竹資材を混和しても同等

以上の生育・収量を確保できることが実証された。以上の結果、竹粉・竹粉炭を利用した改良苗代用培

土は、作業負荷の軽減を可能にするとともに、イネの生育や収量を同様以上のレベルに維持できること

が明らかとなった。ただし、竹粉と竹粉炭の比率の影響や物性のさらなる評価など、詳細の検討が今後

の課題として残された。 

【研究成果の還元】 
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＜研究の概念図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   図 竹粉・竹粉炭入り培土の様子       図 竹粉・竹粉炭入り培土で生育した苗   

   

    図 竹粉・竹粉炭入り培土の化学分析     図 イネの生育・収穫試験の様子 

 

竹林間伐材を利用した竹粉および  

竹粉炭の物性評価と水田苗代用培土と

しての有効性の検討（本研究課題） 

竹林間伐材を利用した竹粉および  

竹粉炭の水田苗代用培土としての利用 

荒廃竹林の間伐材の利用 水稲栽培の作業負荷軽減 

荒廃竹林の再生 水稲栽培の活性化 


